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「ＰＶサイン」（薄膜太陽電池組込型サイン）の開発と設置について 
 

株式会社 竹中工務店 
三 菱 化 学 株 式 会 社 

 
 株式会社 竹中工務店（本社：大阪市中央区、社長：竹中 統一、以下「竹中工務店」）は、三

菱化学株式会社（本社：東京都港区、社長：小林 喜光、以下「三菱化学」）と、薄膜太陽電池を

組み込んだ次世代型サイン（商用看板）である「ＰＶサイン」を共同開発し、兵庫県尼崎市に４

月２２日に竣工する「関西熱化学大浜統合建屋新築工事」において初めて設置いたしました。  
 
 このたび関西熱化学大浜統合建屋が新築されるのは、最新鋭のハイテク工場が集積するエリア

であるため、地元自治体の尼崎市からも、環境対応について格別の配慮を求められておりました。   
その一環として、サインについても、環境に優しい新しい方式の開発に取り組んだものです。 

 

  
（夜間はＬＥＤ照明が光ります）       （昼間は薄膜太陽電池が発電し、蓄電します） 
 
【ＰＶサインの特徴】 
 
・ 樹脂膜（ＥＴＦＥ膜）で作られたピロー型サインの内部に薄膜太陽電池（アモルファスシリ

コン型）を組み込み、昼間発電し蓄電池に蓄えた電気で夜間にＬＥＤ照明を点灯し、サイン

をライトアップします。 
 
・ 薄膜太陽電池の薄く、軽く、柔らかいといった特長を生かし、樹脂膜で作ったサインと一体

化（重ね合わせ）しています。そのため、太陽電池の設置スペースを別途設ける必要があり

ません。 
 
・ 軽量かつ耐久性能が高い材料で構成しているため、メンテナンス対応が容易です。  
 
・ 薄膜太陽電池とＬＥＤ照明を組み合わせたサインは、我が国において初めての試みです。 
 
 竹中工務店と三菱化学は、これからも環境に優しい技術の開発で社会に貢献してまいります。 
 

以 上 



【関西熱化学大浜統合建屋の建築概要】 
 
建 築 主：関西熱化学株式会社 
建築用途：研究所・事務所 
建 築 地：兵庫県尼崎市大浜町２－２３ 
敷地面積：１２７，０３０㎡ 
建築面積：２，２２９㎡ 
延床面積：５，５４２㎡ 
構造規模：鉄骨構造、３階建て 
工 期：２００９年１１月～２０１０年４月 
 
 
 
【今回設置したＰＶサインの基本スペック】 
 
名 称：ＰＶサイン（薄膜太陽電池組込型サイン） 
サ イ ズ：タテ６．５ｍ×ヨコ４．０ｍ×奥行１．０ｍ 
仕 様：樹脂膜（ＥＴＥＦ膜）による空気膜構造 
太陽電池：アモルファスシリコン型薄膜太陽電池（樹脂基板シートタイプ）・最大出力５４０Ｗ 
照 明：ＬＥＤ照明 
設計施工：株式会社 竹中工務店 
 
 
 
【本件に関するお問い合わせ先】 
 
株式会社 竹中工務店 
広報部 
電話：０６－６２６３－５６０５ 
 
三菱化学株式会社 
広報室 
電話：０３－６４１４－３７３０ 


